
支え合うきよせ委員会 竹丘地区意見交換会まとめ 

 

 日時 平成３０年７月７日（月）１9時～20時 30分 場所 竹丘南自治会集会所 

 

 

 

 

出席者 

団体／所属 参加者氏名 

①竹丘南自治会 

 

竹内自治会長・植田事務局・松尾様・松下様・石川様・   

田上様・大芦様・岡田様・狐塚様・木下様・大久保様 

②支え合うきよせ委員会 柳原委員 

③生活支援コーディネー

ター（ＣO） 

森 CO、原田 CO 

 

④事務局 田中係長・上垣氏 

                     以上１９名 

 

１．出された意見 

① ご自身の体の状況および自治会内で気になる方の相談 

・ ご自身が認知症・パーキンソン病を発病して最近、発語が難しくなってきている。 

    いろんな意味で、体がいう事を聞かなくなってきている。 

・ がん治療中などの告白あり。今まで自治会に参加してきて、体が動くうちは、 

    なにかしら、手伝いたいが抗がん剤治療が始まると難しくなってくる。 

 

② 集会所で行うリハビリサロンなどの相談 

・ 介護予防などの場を作りたいが、専門職の方をどう呼び込んでいいかわからない 

・ 第 2木のパッチワークの会の後でやってもらうと助かる。 

 

③ 高齢者の為に、集会所を開放して、食事する場を提供していきたい 

・ 実際に食事を食堂形式で提供するのか、お弁当などを持ち寄って食べるのかは、検討していき

たいが、なにかしら出来るといいと思っている。 

 

④ ごみ問題 

・ 外国人がゴミの分別をできていない。 

    →市の担当課からは、多言語に対応したゴミの分別に関する冊子を作ると毎年のように聞いて

いるが実現に至っていない。 

 

⑤ 高齢者の独り暮らしの対応 

・ 孤独死などが毎月のように発生しており、見守りなど心配が尽きない。 

 

⑥ 若い方で一人暮らしの対応 

・ 一斉清掃のは、出てこない。 

・ 自治会費の滞納も長い→最終的には払ってもらえているが、時間がかかる。 

・ 団地内での無断駐車（駐車禁止位置に置かれる） 

 

 

 

 

 

支え合うきよせ委員会 

平成３０年８月２４日 

【資料８】 



２．今後の方向性. 

番号 取組の内容 COのアプローチ 検討課題 

① 

 

個別総合相談 

様子観察 

包括相談員へ共有  

② 介護予防の場 今ある介護予防の後方支援 信愛保健師と活動に参加し、話

を聞き、今後どんな支援が必要

か否かなど伺う予定。 

③ 通いの場づくり 

 

茶話会など気軽に話せる場作り 介護予防と同時進行で、自治会

の皆さんに、通いの場について 

考えていただくキッカケ作り。 

④ ゴミ問題 市の担当課との打ち合わせ 市の担当課に確認しつつ、状況

次第では、あじさい自治会作成

の冊子を共有させていただけな

いか依頼する。 

⑤ 一人暮らし対応 アウトリーチ事業実施の案内 

 

清瀬市から依頼のあるアウトリ

ーチ事業について報告する。 

⑥ 自治会費滞納問題 施策を提案する。（案） 

A自治会が B自治会の会員宅へ 

B自治会が A自治会の会員宅へ 

など検討していただく。 

他市の取り組みなどを一緒に検

討する機会を設ける。 

 


